At the Gate Called "Justice" by 馬場 靖雄























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所で、ポール・ド・マンの『理論への抵抗』 (de Man [1986:12-1992:42 ])を参
照している。
21.例えば筆者の見るところでは、ラクラウニムフの、 「『社会』は言説の妥当な対象
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